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山部

一

I

宋

史

沸

萩

侍

に

つ

い

て

さ
き
の
同
機
の
場
合
-
似
た
や
-
n
t例
が
他
に
も
あ
る
.

『
宋
史
擁
栽
博
』
は
元
豊
四
年
十
月
に
米
に
衆
た
同
鯛
の
仰
節

の報
声

へそ
の
内
容
は
『
長
編
』
､
『
骨
嬰
』
が
詳
し
い
)
が
そ
の

記
事
の
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
が
､
｢
歴
代
末
嘗
朝
貢
｣
と
い

ふ
一
句
が
そ
れ
に
加

へ
ら
れ
て
あ
る
｡
『
長
編
』
に
も

｢
〔
四
親
閲

史
〕
『
排
妹
正
博
』
云
､
歴
代
不
朝
貢
､
於
今
九
官
僚
年
奥
.
｣
と
託
記
が
あ
る
0
『
文
献
通
考
』
の
編
者
は
以
前
か
ら
朝
賓
の
絶

え
な
か
っ
た
梯
課
を
さ
し
て

｢
歴
代
未
嘗
湖
東
｣
と
い
ふ
こ
と
は
お
か
し
い
と
棟
々
に
疑
っ
て
ゐ
る
.

接
唐
史
有
沸
未
開
､
以
篤
郎
市
大
秦
地
｡
大
貴
自
後
漠
始
通
申
開
､
歴
骨
唐
東
献
不
駿
.
両
宋
四
靭
史
梯
蘇
侍
､
則
以
蕗
其

固
歴
代
未
嘗
朝
賓
'
華
北
登
時
始
遣
使
入
敵
方
物
.
今
以
二
史
繭
梯
莱
侍
参
之
.
店
悼
言
'
英
国
西
瀕
大
海
｡
栄
侍
則
言
~

西
至
渇
仰
三
十
程
.
両
僚
界
亦
離
断
不
合
､
土
産
風
俗
亦
不
同
｡
恐
是
其
名
偶
伺
､
両
非
大
秦
也
O
今
散
以
康
之
堆
朱
'
附

入
大
秦
､
両
此
梯
萩
'
自
篤

-t
囲
云
O

同
じ
元
豊
田
年
に
は
､

ま
た
怖
泥
閥

(
ボ
ル
ネ
オ
)
が
乗
に
靭
貢
し
た
｡

『
長
編
』
同
年
八
月
壬
牛
の
保
に

｢
悌
泥
国
造
使
入

賞
､
悌
狸
不
入
館HIを
者
､
九
官
僚
年
奥
｣
｡
と
あ
-
､
『
宋
骨
嬰
稿
』
春
夷
四
之

一
〇
二
｡『
悌
泥
』
に
も
同
株
の
記
都
が
見
え
る
.

こ
れ
を
前
の
記
串
に
比
べ
て
み
る
と
､
『
文
献
通
考
』
の
編
者
を
惰
ま
せ
た

『
囲
史
』
の

｢
歴
代
末
嘗
朝
寅
｣
な
る
旬
は
､
元
水

場
伸
泥
閥
の
こ
と
皇

nろ

た
も
の
が
､

『
閥
史
』
編
纂
の
際
に
調
っ
て
排
*
J図
の
こ
と
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､

察

し
が
つ
-
で
あ
ら
-
｡
(藤
枝
)
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